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「ポリネコ！」

広報・公聴の弱点を補完する
「⾏政コミュニケーションの最適化」で
実現する双⽅向参加型地域経営インフラ

千曲市様の持続可能性を
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・ 千 曲 市 様 が 目 指 す 地 域 像 と ボ ト ル ネ ッ ク

国からの
申し⼊れ

住⺠の
スタンス

千曲市様の⽬指す地域像

新しい発想ができる市政・市⺠のための市政

・「防災・減災対策及び国⼟強靭化の推進」
・「地⽅分権改⾰の推進及び財政の健全化」
・「国・地⽅公共団体間の財政秩序の確⽴」
・「新型コロナウイルス感染症の克服等に向けた

取組の推進」
・「デジタル・ガバメントの確⽴等に向けた取

組の推進」
（マイナンバー制度の活⽤、⾏政⼿続のオン
ライン化、地⽅公共団体の情報システムの
標準化）

・「公共施設等の適正管理の推進」
（個別施設計画に基づく⽼朽化対策等）

地⽅財政処置への

戦略的に迅速に変化に対応できる市政

-７つの基本⽬標-
知らない
判らない
関係ない

①災害に強く、安全で安⼼な暮らしができるまち
②千曲っ⼦が元気に育つ、⽣涯学びのまち
③⽀え合い、かかわり合い、だれもが健康で活躍するまち
④千曲の特⾊を磨き上げ、賑わいと活⼒あるまち
⑤輝かしい歴史⽂化の伝承と、新たな⽂化を創造するまち
⑥未来に繋げる⾃然と共⽣するまち
⑦⼀⼈ひとりが輝く、協働で創るまち

住⺠との「接続・つながり」が不可⽋

⾮接続

？
住⺠参画による「信頼/TRUST」が不可⽋

対感染症 対災害 DX対応 SDGs対応

財政予測
⼈⼝減少 持続性の低下 地域の経済的

⾃律性の再構築
戦略的投資の展開

（そのための『信頼』）

戦略的課題への対応

2020年代的課題

コミュニケーション

-ほとんどの市⺠が市政と「⾮接続」状態であることを変えることが、成功する地域経営（ビジョン/共有⽬標）の鍵です。
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住⺠ ⾏政

決定事項
ですので・・・

議会 ⾸⻑

誰がどんな
意⾒なのか知らない
⾃分で調べるの⼤変

住⺠がどういう
考えかは、よく
わからない

データもなく
議会とあまり
揉めたくない

意識調査に答えて何か
変わればいいのに・・ 調査は⼀部の声だし 開かれた政治を

⽬指したいけど・・

「合理的選択によるコミュニケーションの断絶」

資本の浪費・地域の衰退
ヒト・おカネ

無関⼼とコミュニケーション機能不全で、地域は⾏き詰まります。

それぞれの⽴場の⼈々は合理的に「無難な選択」を⾏い
全体として地域の衰退を招く選択を⾏いがちです。

都市、地⽅の両⽅で、地域のコミュニケーション環境は機能不全に陥っています。この状態でDX化、スマートシティなどの取り組みを
⾏うと、住⺠の無理解、無関⼼から住⺠不在の地域経営に陥るリスクが懸念されます。そこで、「ポリネコ︕」の活⽤を提案します。

住⺠-議員-⾸⻑-⾏政の合理的断絶
3
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広報・公聴の定型作業化から、
はじまる地域の衰退
異動などで、問題が先送りにされる構造的問題

4コミュニケーション
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・次の社会環境に向けた成⻑要素も含む持続可能モデルを地域を挙げて
選択し確⽴することが最適解となります。

・これら⼈⼝動態と経済状況への対処として、ただ削減するだけの
縮⼩モデルでは未来に向けた持続可能性を確保できません。

・次の形態に向かう⼈⼝動態 ・増え続ける国債、地⽅債

⾏政改⾰＝削減の限界
成⻑要素も含む持続可能モデルの重要性
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地⽅⾃治法
第2条14項

（アウトプット）
得られる効果

投⼊する資源
（インプット）

⼈件費の削減
事業費の削減

労働時間の削減など

住⺠の理解、納得、参画
職員の理解、納得、参画

地⽅公共団体は、その
事務を処理するに当つては、
住⺠の福祉の増進に
努めるとともに、

最⼩の経費で最⼤の効果を
挙げるように

しなければならない

＝
⺠主的にして

能率的な⾏政の確保
（地⽅⾃治法第1条の2）

＝

【⾏政改⾰】

【コミュニケーション】

持続可能性
（信頼）

地域の持続可能性には、
コミュニケーションが重要

・これからの地域経営の考え⽅

地⽅⾃治法第2条14項の趣旨
趣旨を踏まえた信頼構築が持続可能性＝
新しい地域経営の基礎となります。

（⾏政-住⺠-関係住⺠-議会間の信頼）
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現代の
コミュニケーション構造の
限界
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現代のコミュニケーション構造の限界①

気分と主観で意思表⽰できる世論
-データやファクトを踏まない意思表⽰が重視される環境

世論 輿論
popular 

sentiment
⺠衆感情

public 
opinion

熟慮した意⾒

近代
知識⼈の
認識

外道の⾔論・悪論

背景や関連する事象を
知らなくても主観と感覚で意思表⽰できる

背景や関連する事象を
知った上で客観性をもって意思表⽰できる

天下の公論

メディア各社が頻繁に調査を⾏う 調査がない

・世論と輿論

8
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現代のコミュニケーション構造の限界②

分散・希薄化するメディア接触環境
-マスメディア、ローカルメディアの機能不全
-継続的に考える機会の喪失

・現在のメディア接触環境

9
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他

参加者の考え、職業の偏り

実施にかかるコスト・職員負担

市・町政にかかる参加者の知識のばらつき

継続的な参加の確保

多様な意⾒の集約・施策への反映

参加⼈数の確保

参加者の年代の偏り

⾃治体コミュニケーションの課題 -コミュニケーション軽視と機能不全

すべての⾃治体で、住⺠参画に課題”有”と認識
⾼齢者層の偏り、参加⼈数の
少なさにいつも苦労する

問.現状の住民参画の手法について、課題と思う
ことを教えてください。

『⾃治体コミュニケーションの未来を展望する調査2019』より
デロイトトーマツコンサルティング、岩⽥崇共同調査

79%
若い⼈、現役世代の
参加が希薄

10
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やりっ放しで、若年層の声を聞かない

『⾃治体コミュニケーションの未来を展望する調査2019』より
デロイトトーマツコンサルティング、岩⽥崇共同調査

約8割の⾃治体が広報広聴の
効果検証をしていない

半数以上の⾃治体が
若者の声を聞いていない

・効果検証しても⾮公開であったり、効果検証の内容が
課題認識が曖昧なこともあり。

・「ある」場合でも、予定調和な機会を以て「ある」として
いるケースも少なくない。

選挙権を持たない18歳未満の住民の地域経営、
政策形成への参加、意見表出の場はありますか。

広報・公聴の効果測定を行っていますか。

11

⾃治体コミュニケーションの課題 -コミュニケーション軽視と機能不全
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そして、⼈⼝流出（地域衰退）が課題に・・・

91%
約9割超の⾃治体が⼈⼝流出を課題視
⼈⼝増の⾃治体はコミュニケーションの希薄化を課題視

人口流出について課題を感じていますか？

12

⾃治体コミュニケーションの課題 -コミュニケーション軽視と機能不全

『⾃治体コミュニケーションの未来を展望する調査2019』より
デロイトトーマツコンサルティング、岩⽥崇共同調査
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現代のコミュニケーション構造の限界③

情報の流れが⼀⽅通⾏ であること
-フィードバックのないコミュニケーション（やりっぱなし）
-量で誤魔化せる

B.C.3000 A.D.2020

情報量

時間

情報の
構造

14th Century 20th Century

1906

1927

1995

2007

1876

・5000年の⼈類メディア史 ・パソコンネットワーク

13
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現代のコミュニケーション構造の限界④

⾔葉が通じない
-同じ⾔葉、単語でも捉えられ⽅は異なる-認知バイアス
-捉えられ⽅を把握し、調整する仕組みがない

GIGAスクール
Global and Innovation 
Gateway for All

個別最適な学びの
環境の実現

通信量！
スマホ学割

たとえば

PCやiPadのこと？

＊教員の⽅でもGIGAの意味を知らない
ことは珍しくありません。

政策⽴案、発信者 教員、保護者、児童・⽣徒
⾏政職員、メディア関係者

・通じているようで通じない私たち

14
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現代のコミュニケーション構造の限界⑤

『信頼』を構築できない滝型構造
カスケード

-認知バイアスと無責任を⽣み出す合理的な構造
-⽴場の上下が重視されてしまう

・⾏政の滝型構造（教育、GIGAスクールの場合）

15
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現代のコミュニケーション構造の限界⑥

『信頼』を構築できない囚⼈のジレンマ構造
-協調のための⼿段、お互いの考えを知る⽅法がない
-⾃分が損をしないために、合理的に④を選択する

②③：正直者がバカを⾒る
：はしごを外される

④：「苦しくなること」を
合理的に選ぶ

①：協調して「最適解」を選ぶ

・囚⼈のジレンマ図

16



© HammerBird 2022 

現代のコミュニケーション構造の限界⑦

弥縫策が繰り返される悪循環構造
パッチワーク

-どんな知⾒、報道が現れても社会・国会・議会に共有されない
-全体より、⼀部の⽀持を集めることが合理的（無関⼼層の発⽣）
-「芯」=コンセプト、ビジョンのなく、未来に進めない環境

・2010年代以降のメディアコミュニケーションフロー

国権の最⾼機関

17
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現代のコミュニケーション構造の限界ー７つの弱点

まとめ

上下関係、認知バイアスに影響される滝型構造

誰がどんな考えかわからない

主観、感情に基づく意思が世論、⺠意

継続的に考える機会が（ほぼ）ない

フィードバックのない情報の流れ
データ・ファクトに
基づき意思を⽰し合い
議論を⾏う機能が
不⾜している

パッチワークが繰り返される悪循環

『信頼』をつくり
共有することが
できない
-社会の劣化-

現代のコミュニケーションには

①

②

③

⑤

⑥

⑦

熱⼼な取材や紙⾯、番組、
webコンテンツを重ねても
不⾜した機能を補えない

⾔葉の捉え⽅を把握し調整できない
④

認知バイアスの放置

18
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〜2021
前が⾒えない
バックミラー社会

© IWATA TAKASHI / HammerBird 2021 

現代のコミュニケーション構造の限界

まとめ
-地域を挙げた議論を⾏う⼿段を持っていない。
戦争に進んだ80年前と変わらずデータとファクトを踏まえた

19
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現代の
コミュニケーション構造の
限界を超える⽅法

20
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特許取得の独⾃プロセス

現代のコミュニケーションの弱点を克服する

データ・ファクトに
基づき意思を⽰し合い
議論を⾏う仕組み

『信頼』をつくり
共有することができる
-地域の持続性確⽴-

熱⼼な取材や紙⾯制作、
番組制作、webコンテンツ開発と

ポリネコ！が連携すれば新しい価値に

上下関係、認知バイアスに影響される滝型構造

誰がどんな考えかわからない（囚⼈のジレンマ）

主観、感情に基づく意思が世論、⺠意

継続的に考える機会が（ほぼ）ない

フィードバックのない情報の流れ

パッチワークが繰り返される悪循環

①

②

③

⑤

⑥

⑦

⾔葉の捉え⽅を把握し調整できない④ 認知バイアスの放置

データ・ファクトに基づく輿論

継続的に考える機会となる

フィードバックを含む情報の流れを設計

⾔葉の捉え⽅、認知のズレを確認できる

⼈と⼈が対等・⽔平な関係で意思表⽰できる

誰がどんな考えかわかる-協調ゲームができる

最適解をつくる新しい良循環として運⽤できる

21
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広報・公聴の再構築から、
はじまる地域の持続可能性
構造的問題を解決する『ポリネコ！』

START

GOAL

22コミュニケーション
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住⺠ 議会 ⾸⻑ ⾏政
意思
表⽰

意思
表⽰

意思
表⽰

データ
提⽰

意思
表⽰

意思
表⽰

⾃分の考えがまとまった
どの議員がどんな

意⾒か、地域の考えも
簡単に⾒えた

住⺠の考えが
どうなっているか
⼀⽬でわかる。
仕事がしやすい。

建設的議論を
回答データを元に
議会と協調して
できる︕

やりましょう︕

資本の活⽤
地域の発展

ヒト・おカネ

住⺠基点の地域経営＝

地域に関わる⼈や機関、組織
を共通の考える材料と意思表
⽰のプラットフォームとして
「ポリネコ︕」がつなぐこと
で、強権で先⾏する中国や、
住⺠理解を得られず頓挫した
カナダとは異なる⽅向＝
住⺠の理解と納得を基点と
する⽇本ならではの地域経営
を実現できます。

地域の⼈々を繋ぐバイパスで断絶を解消＝接続
23
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回答参加

回
答
参
加

回
答
参
加



© HammerBird 2022 

GIGAスクール構想
「令和の⽇本型教育」に
対応する地域の教育環境

を実現できる

スーパーシティや
スマートシティに

不可⽋な
『新しい住⺠参加』を

実現できる

関係住⺠や若年層、
⼦育て世代など対象
ごとの『声』を
継続的に聞き
分析できる

どこに⼈々の誤解や認知
不⾜があるかを把握して

改善につなげる
『新しい広報・公聴』が

できる

１ ２ ３ ４

７ ８

双⽅向↔かつEBPMの
コミュニケーションに
より『信頼』形成を

実現できる

未来に向けた『投資』が
できる地域の

⼈々のネットワークを
実現できる

住⺠（関係住⺠）-⾏政
-議会がひとつの

コミュニケーションで
繋がり『納得解』が

実現できる

⾏政内部の情報&
ビジョン共有

による働き⽅改⾰を
実現できる

５ ６

EBPM

・『ポリネコ！』なら、できる持続可能性の確⽴&⾃治体DX

自治体DX ＝行政コミュニケーションの最適化

24
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・DX =個を起点とする社会へのシフ ト

デジタル化、DXとは買い物や⼿続きが簡単、便利、早くなることだと
思われていますが、それらは90年代のIT⾰命の焼き直しに過ぎません。
データに⼈が従属させられるリスクにも無防備な認識です。

DXの本質は、社会の隅々へのICTの浸透によって、個を基点とした
環境構築が⾏えること、⼿間のかかる作業の最⼩化によって私達⼈間が
思考と新しいチャレンジを⾏う余裕を最⼤化することにあります。

住⺠と継続的に繋がり、データも援⽤しつつ、住⺠サービスの質の向上、
地域の持続性の向上で還元することが、⾃治体DXの本来の形です。

⾃治体DXを実現するために不可⽋な住⺠とのつながりを構築すること、
つまり、コミュニケーションのDXを実現する仕組みと⽅法が、
『ポリネコ！』 です。

相互理解
双⽅向型住⺠との「接続」=コミュニケーション

25
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の信頼構築モデル

【信頼を規定する成分】

-信頼を規定する成分から考える
-最も有効なのは・・・
-SVSモデルによる信頼形成を実現できるUX、メディアはあるか？-無いから『ポリネコ！』

1.能⼒認知

2.動機づけ認知

3.価値共有認知

有能、専⾨技術、権威など
（スゴそう）

努⼒している、熱⼼だ、誠実さ

同じ⽬線に⽴っている、気持ちを共有している
何を重視するか⼀致しているか
どのような結果を選好しているかが同じか

主要価値類似性(SVS)モデル （Earle & Cvetkovich, 1995)

『信頼』
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回答を通じてデータやファクトを
参照（知り、学ぶ）することで、

先⼊観や誤解を最⼩化した意思を表明し、
その意思を相互参照することで、

地域や社会、企業や学校などのコミュニティにとっての
最適解、納得解を『信頼/TRUST』に基づく形で

構築できる特許技術による
新しいコミュニケーションの仕組みです。

とは、
27
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の基本構成

実在性が担保された匿名回答（性別、年代、居住エリア、回答履歴）

⑥
意思表⽰の
俯瞰的確認

・
ダイナミック
アクティブ
マッチング

①
国⺠/住⺠に
知ってほしい
データやファクト

②
データや
ファクト
への

理解度確認

④
意思表⽰を
タイプ判定
として
確認

⑤
回答者（住⺠）が
⾏政に伝えたい

意思
（賛意や提案、
疑問や不安も含む）

⑧
意思表⽰と
俯瞰的確認を
踏まえた
アクション
・

フィードバック
（インセンティブ）
（次の回答サイクル）

③
データや
ファクトへの
⼀定の理解の
上での
意思表⽰

回答データから
コミュニケーション改善

回答クラスター毎
への設問アプローチ

理解度により
おさらいも

⻑短を踏まえ
再考も

テキスト分析から
疑問や不安、提案などに対応

⑦
議会との連携

Build

Share

Update
⺠意（輿論）と政策、
政治とのシンクロ確認

＜回答サイクル＞

議論による
課題

への対応
・

ビジョンの
確⽴

共有

更新

共通のデータやファクトを踏まえた意思表示で、相互理解、合意形成が可能になります。
・さまざまな人々からの意見は、前提となる知識の差異や、先入観、誤解によって建設的な議論とならず
現在のSNSに見られるように、暴力的なノイズとなってしまいがちです。
・『ポリネコ!』は、データやファクトといったエビデンスを知り、学び、確認できる機能（特許申請技術）に
よって一定の理解の上での意思表示を可能にします。
・そして、この意思を互いに（参加者同士、有識者、議会議員など）示し合いシンクロ状態を確認することで、
お互いにとっての最適解、納得解を見出すことが可能となります。（特許技術）
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基本インターフェース
-『防災』のイメージ-
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・ 防災の場合-従来型のコミュニケーション

・広報誌や掲⽰板、サイトに防災情報は掲載しているが、
住⺠にどの程度、届いているか判らない

・住⺠の認知や理解の程度に基づいたコミュニケーションを
企画、策定できない ⾏政と市⺠が

連携した
防災体制の構築、
課題解決と改善が
困難・防災訓練やワークショップなど参加機会に限度がある

・個々⼈や地域毎の事情の把握が困難で、対策を講じにくい

・現状把握ができないため、⽬標設定が曖昧になる

・何を知っておけばいいか判らない
・⾃分の困りごとや⼼配を伝える⽅法がない
・まわりの⼈々の意⾒を知る機会がない

この状況を乗り越える

⾏政視点

住⺠視点 ⾃分が回答などの形で参画しても、地域が変わると思えない先⼊観

コミュニケーションを重視できない構造の常態化

30

たとえば
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回答を通じて、知る、学び、考える

千曲市サイト

広報活動

＊各画⾯は開発中のイメージ

登録
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回答を通じて、知る、学び、考える

＊各画⾯は開発中のイメージ

・趣旨と基本的な
操作を明⽰
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回答を通じて、知る、学び、考える

＊各画⾯は開発中のイメージ

・わからなくても
なにかを選択
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回答を通じて、知る、学び、考える

＊各画⾯は開発中のイメージ

・わからなくても
なにかを選択
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回答を通じて、知る、学び、考える

＊各画⾯は開発中のイメージ

・参考情報アイコン
が点滅表⽰
・押さないと先に
進めません
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参考情報
2019年の台⾵１９号による
豪⾬によって、千曲川の
⽔位は、12.46mまで、上昇
しました。そして、その
⽔位上昇のスピードは、＞次へ＞

最⾼⽔位

12.46m

回答を通じて、知る、学び、考える

＊各画⾯は開発中のイメージ

・押すと、参考情報が
表⽰されます。
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⾬と⽔位は時間差で来る

10時間で
10m上昇

参考情報
わずか10時間で10m上昇する
という驚異的なスピード
でした。⾬量と⽔位は同時に
増えず、時間差があります。
では、もう⼀度、確認も兼ね、
お答えください。

回答を通じて、知る、学び、考える

＊各画⾯は開発中のイメージ

・押すと、参考情報が
表⽰されます。
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回答を通じて、知る、学び、考える

＊各画⾯は開発中のイメージ

・参考情報で知り、
学んだことを踏まえ、
もう⼀度、回答
できます。
・選択肢などの
順番や内容が前回と
異なります。
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回答を通じて、知る、学び、考える

＊各画⾯は開発中のイメージ

・回答します。

39



© HammerBird 2022 

正解！

回答を通じて、知る、学び、考える

＊各画⾯は開発中のイメージ

・正解でした！
・不正解でも
次に進めます。
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参考情報
ペットも⼤切な家族であり
地域の⼀員です。
避難所には、ペットも⼀緒に
避難しましょう。
でも、
ペットへのアレルギーを持つ
他の避難者の⽅々とも共存できる
ことが⼤切です。そのために

基本OK

参考情報
⽇頃からの準備が、
必要です。環境省からは、
ガイドブックが発⾏されています。
ペットを⼤切にされる⽅は、
必ず、読んでください。

こちらから（リンク）

回答を通じて、知る、学び、考える

＊各画⾯は開発中のイメージ

・以降の設問も同様の仕様です。
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回答を通じて、知る、学び、考える

参考情報
阪神淡路⼤震災では、
公平性を重視しすぎて、
追加分が来るまで配給を⽌めて、
⽬の前にあるおにぎりが⾷べられ
ない事態になったことがありまし
た。１つを２つに分けるなどの
⼯夫をして、体⼒低下を防ぐこと
が重要です。

時間を待つと、体⼒低下
おにぎりも腐るよ

＊各画⾯は開発中のイメージ
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回答を通じて、知る、学び、考える

参考情報
災害時には、電話が普通に
なったり、携帯電話の電池が
切れてしまい、家族や知⼈と
連絡が取れなくなることがあり
ます。
そうした時に１７１が
役⽴ちます。

１７１

＊各画⾯は開発中のイメージ
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回答を通じて、知る、学び、考える

参考情報
１７１を練習する機会が
頻繁に設けられています。

遊び感覚でも試してみると
いざという時に安⼼です。

毎⽉1⽇,15⽇
正⽉三が⽇
防災週間
（8⽉30⽇9:00〜9⽉5⽇17:00）

防災とボランティア週間
（1⽉15⽇9:00〜1⽉21⽇17:00）

＊各画⾯は開発中のイメージ
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回答を通じて、知る、学び、考える

参考情報
「てんでんこ」とは、
それぞれ、各⾃でという
意味です。

それぞれ、
各⾃で

てんでんこ

＊各画⾯は開発中のイメージ
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回答を通じて、知る、学び、考える

参考情報
「津波てんでんこ」の
最も重要なことは、
そのばその場で、⾃分の頭で
考えることです。
重要な４つの要素は以下のように
まとめられています。

・⾃分の命は⾃分で守る

・他者避難の促進

・相互信頼の事前醸成

・⽣存者の⾃責感の低減

＊各画⾯は開発中のイメージ
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回答を通じて、知る、学び、考える

参考情報

抗瀬下 の
災害リスクは、
・最⼤浸⽔深さ2m以上
・⼟砂災害警戒区域 なし
です。

＊各画⾯は開発中のイメージ
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回答を通じて、知る、学び、考える

参考情報
避難所だけが、避難場所
ではありません。
災害リスクのない安全な場所
に移動ができれば、そこが、
あなたの避難所にすることも
できます。

避難場所は、
だれかと共有する
ことが重要です。

＊各画⾯は開発中のイメージ
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回答を通じて、知る、学び、考える

参考情報
訓練でやったことの
すべてが正解にならないのが
⾃然災害です。
この⼤前提から、防災訓練など
習慣や先⼊観にとらわれると
判断を誤る場合があります。

災害は⼈間の都合
に合わせてくれま
せん。

＊各画⾯は開発中のイメージ
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回答を通じて、知る、学び、考える

・正誤に応じた再回答（おさらい）
・誤解、認知不⾜がどこにあるかの把握
・理解度ごとの回答者クラスター
・回答クラスターごとの回答傾向把握
・傾向に応じた追加設問の設定

＊各画⾯は開発中のイメージ
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回答を通じて、意思表⽰する

＊各画⾯は開発中のイメージ

・ここからは、
データやファクトに
基づく正解がない
設問
・ アイコンは、
参考情報と同様の
機能
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回答を通じて、意思表⽰する

＊各画⾯は開発中のイメージ

・回答者の意思表⽰
としての選択
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回答を通じて、意思表⽰する

＊各画⾯は開発中のイメージ

・回答者の意思表⽰
としての選択
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回答を通じて、意思表⽰する

＊各画⾯は開発中のイメージ

・回答者の意思表⽰
としての選択
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回答を通じて、意思表⽰する

＊各画⾯は開発中のイメージ
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回答を通じて、意思表⽰する

近くに⾃⼒での移動の難しい⽅が
いらっしゃるが、どうやって避難
するのか⼼配です。

＊各画⾯は開発中のイメージ

・⼊⼒されたテキスト
は別途、分析します。

56



© HammerBird 2022 

回答を通じて、意思表⽰する

近くに⾃⼒での移動の難しい⽅が
いらっしゃるが、どうやって避難
するのか⼼配です。

＊各画⾯は開発中のイメージ

・送信して
＜タイプ判定＞へ
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回答を通じて、意思表⽰する

＊各画⾯は開発中のイメージ

・回答に基づき
タイプ判定を⾏い
ます。
・タイプ判定の解説を
読むことができます。
・回答をやり直すことも
できます。
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他の回答者とつながる

＊各画⾯は開発中のイメージ

・⾃分以外の回答参加
者がどのような回答
かを確認できます。
・住⺠回答を選択する
と、、、

59



© HammerBird 2022 

他の回答者とつながる

＊各画⾯は開発中のイメージ

・住⺠のみの
回答状況を確認
できます。
・意⾒を読むを
クリックすると、
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回答の背景、傾向を俯瞰する

＊各画⾯は開発中のイメージ

・回答者が、
で⼊⼒したテキスト
を確認できます。
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回答の背景、傾向を俯瞰する

＊各画⾯は開発中のイメージ

・住んでいる地域で
⾒るをクリックす
ると、、
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回答の背景、傾向を俯瞰する

＊各画⾯は開発中のイメージ

・地域ごとの回答状況
を確認できます。
・地域コミュニティ
町内会、地域協議会
単位などで回答率の
ランキング表⽰も
可能
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回答の背景、傾向を俯瞰する

＊各画⾯は開発中のイメージ

・解説を読むと
クリックすると、
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回答の背景、傾向を俯瞰する

＊各画⾯は開発中のイメージ

・回答者の傾向分析を
まとめた⽂章を
読むことができます。

65



© HammerBird 2022 

回答の背景、傾向を俯瞰する

＊各画⾯は開発中のイメージ

・また、戻って、
市議会の
“詳細をチェック”を
クリックすると、、
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＊各画⾯は開発中のイメージ

・議会の皆様の回答を
確認できます。
・あなたと考えが
近い議員をクリック
すると、、
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＊各画⾯は開発中のイメージ

・各議員の皆様の
回答を確認できます。
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回答を経て、⾏動する

＊各画⾯は開発中のイメージ

・おひとりおひとりの
コメントを市⺠に
伝えることができま
す。
・回答参加者と
データやファクトを
踏まえた、建設的な
やりとりが可能とな
ります。
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＊各画⾯は開発中のイメージ

・次のアクションを
クリックすると、、
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回答を経て、⾏動する

＊各画⾯は開発中のイメージ

・アクション⼀覧が
表⽰されます。
・SNSへの連携や、
友⼈、知⼈の招待
などができます。
・クーポンポイント
をクリックすると、、
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・地域ポイントとの
連携も拡張機能とし
て対応可能。

回答を経て、⾏動する

＊各画⾯は開発中のイメージ
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調査テーマについての
意思形成、合意形成を実現

回答を経て、⾏動する

＊回答タイプや属性
（学⽣のみ、⼦育て世帯のみなど）に
応じたメール送信

メール配信
プッシュ通知

・回答サイクルの運⽤
・考えタイプごとに設問を配信も
＊回答は⼀回で終わりではありません
＊回答サイクルが動き出し、考えタイプごとの設問配信、回答収集
などを経て最適解、納得解の形成をすすめます

＊「あなたはどうしたい？」を問い続ける、ソクラテスの対話法の
現代版です。

＊各画⾯は開発中のイメージ
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・ 防災の場合-DX対応型のコミュニケーション

・住⺠にどの程度、届いているか判る

・住⺠の認知や理解の程度に基づいたコミュニケーションを
企画、策定できるようになる

⾏政と市⺠が
連携した
防災体制の構築、
課題解決と改善が
可能に

・参加機会にほとんど限度がなくなる

・個々⼈や地域毎の事情の把握が可能となり、対策を講じる
ことがしやすくなる

・現状把握ができるため、⽬標設定が明確になる

・何を知っておけばいいか判る
・⾃分の困りごとや⼼配を伝える⽅法がいつもある
・まわりの⼈々の意⾒を知る機会がある

⾏政視点

住⺠視点 ⾃分が回答などの形で参画しても、地域が変わると思えない先⼊観

コミュニケーションを重視できない構造からの脱却
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タイプ判定ロジック構造
・防災、災害対応に対し、市⺠と市役所が協働するという⾃明のことであっても
回答を通じて意思を確認し、⾃分以外の⼈々と同じ意思を確認することが
地域に「信頼/TRUST」を⽣みます。

・回答参加で得られた意思、意⾒、データをもとに、新たな対策、条例などを効果的に
講じることができるようになります。

・⾏政主体で防災対応しよう

・⾏政主体で防災対応してね

・住⺠主体で防災対応しよう

・住⺠主体で防災対応してね

・スーパー防災マスター

・防災マスター

・別のやり⽅で防災対応

それでは効果的な対策が
困難ですが、それでも？

参加する
参加しない

yes
no

そのような取り組みを
サポートしますか？

条例や
新たな対策

市⺠と連携した
課題対応

再考する（戻る）

＜地域防災への７つのタイプ＞

75
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回答サイクルによる意思形成、成⻑する議論の基礎

・『ポリネコ！』５つのステップ
START

-フィードバックのある、やりっぱなしにしないコミュニケーションサイクル
-社会のヴィジョン構築にも対応できる継続的コミュニケーション
-運営者（コントローラー）が明確であることによる、訂正の確実性

＊各画⾯は開発中のイメージ（コンセプト説明資料より） 76

基本インターフェース補⾜ 76
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で
実現できること、
メリット
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意思
表⽰

意思
表⽰

78

・ 千曲市様が目指す地域像が新しい住民参画で実現

国からの
申し⼊れ

住⺠の
スタンス

千曲市様の⽬指す地域像

新しい発想ができる市政・市⺠のための市政

・「防災・減災対策及び国⼟強靭化の推進」
・「地⽅分権改⾰の推進及び財政の健全化」
・「国・地⽅公共団体間の財政秩序の確⽴」
・「新型コロナウイルス感染症の克服等に向けた

取組の推進」
・「デジタル・ガバメントの確⽴等に向けた取

組の推進」
（マイナンバー制度の活⽤、⾏政⼿続のオン
ライン化、地⽅公共団体の情報システムの
標準化）

・「公共施設等の適正管理の推進」
（個別施設計画に基づく⽼朽化対策等）

地⽅財政処置への

戦略的に迅速に変化に対応できる市政

-７つの基本⽬標-
①災害に強く、安全で安⼼な暮らしができるまち
②千曲っ⼦が元気に育つ、⽣涯学びのまち
③⽀え合い、かかわり合い、だれもが健康で活躍するまち
④千曲の特⾊を磨き上げ、賑わいと活⼒あるまち
⑤輝かしい歴史⽂化の伝承と、新たな⽂化を創造するまち
⑥未来に繋げる⾃然と共⽣するまち
⑦⼀⼈ひとりが輝く、協働で創るまち

住⺠との「双⽅向接続」でビジョンが具体化

双⽅向接続

千曲市の新しい地域ビジョン
住⺠参画による「信頼/TRUST」構築を組み込んだ

対感染症 対災害 DX対応 SDGs対応

財政予測
⼈⼝減少 持続性の低下 地域の経済的

⾃律性の再構築
戦略的投資の展開

（そのための『信頼』）

戦略的課題への対応

2020年代的課題

コミュニケーション

-ほとんどの市⺠が市政と「接続」できることで、課題解決に向けた信頼構築が実現します。

知ってる！
判る、学べる
関わっている
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⾏政視点のメリット
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住⺠視点のメリット
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と他の⼿法の⽐較
住⺠とのコミュニケーション

■『ポリネコ!』は住⺠との対話を通じて、【信頼/TRUST】に基づく共通⽬標の構築、課題解決を⾏えることに
⼤きな特徴があります。（地域を挙げた議論、国⺠的議論を実現する唯⼀の⽅法です。）

■ Society5.0、SDGsなどに対応する⼈間中⼼、誰も取り残さず、持続する地域運営に『ポリネコ!』は対応します。
■他の⼿法も⽤途によって有効に機能しますので、『ポリネコ!』とは相互補完することができます。
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展開テーマ案

・防災（先⾏して消防団）
・市役所内ビジョン形成（職員対象）
・移住/定住
・学校内でのデジタルシチズンシップ、主権者教育

既に検討及び準備中のテーマ

今後、検討できると思われるテーマ
・地域づくり
・⼦育て
・若者議会
・地域教育ビジョン（いじめ、GIGAスクール、若者⽀援、学校-地域連携）
・公共施設の再配置、運⽤
・⽔道（地域連携）
・各種条例（家庭教育⽀援等）の拡⼤
・総合計画 など
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によるコミュニケーション好循環

START

GOAL
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による地域経営の好循環

信頼

⼈⼝

にぎわい

財源

施策
参加

定住
移住
関係

安⼼

-コミュニケーションの好循環によって、地域経営の好循環が実現可能となります。
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START
BOOST

地域経営の好循環
からの
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『ポリネコ！』で実現すること

まとめ

2022〜
住⺠総ドライバー社会
（国⺠主権・
住⺠⾃治の実装
＝⽇本型DX）

先進的地域経営を具現化
する千曲市様
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『稼ぐ地域』に向けた地域ポイント（案）

・回答参加にポイントを設定
・複数の使い途を⽤意
a.貯めて『商品券』と交換
b.『地域の寄付プログラム』に使う
c.花⽕⼤会の指定席など（クーポン的なもの）

事務局で商品券を
回答者住所に発送

事務局で集計したポイントを
対象プログラムに寄付する
⼿続きを⾏う

地域ぐるみで起業や留学*の
新しい課題解決への応援を
⾏えるようになる

登録店舗で利⽤
（地域経済の⾃⽴性の向上）

市役所や商⼯会が提供
できるクーポンの発⾏ 画⾯を⾒せて使う

a.貯めて『商品券』と交換

b.『地域の寄付プログラム』に使う

c.花⽕⼤会の指定席など（クーポン的なもの）

隣接地域も併せマーケティングリサーチを⾏い
⾼校⽣や⼤学⽣をはじめ千曲市内で起業を志向
する⼈々の取り組みを戦略的に応援することで、
地域の『稼ぐ⼒』を確実に向上させることが
できます。
＊例：⾷の起業をしたい→スペイン留学→留学中も

情報発信→帰国後開業→繁盛店の集積化

『稼ぐ地域』の実現

・市外で使える外部性の⾼いポイントは、地域経済にとってはマイナス効果を⽣みます。
・回答参加を、地域への意思表⽰が地域経済の活性化に繋がる好循環＝プラス効果につなげることができます。
・集計（決済）を１箇所の事務局に集約することで、店舗の負担なく、市⺠も店舗も使いやすい地域ポイントを実現できます。
・ポイントの使い途に、寄付を⽤意することで、地域経済に関わりを持ちたい⼈をまちぐるみで応援できる回路も確⽴
することができます。

地域ポイントに関わる補⾜

①

②

③
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